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個人の旅行写真の一般物体認識に基づく観光地推薦のためのユーザインタ
フェース

北村 理紗 ∗　　伊藤 貴之 ∗

概要. デジタルカメラやスマートフォンなどの普及に伴い，誰もがいつでもどこでも手軽に写真を撮影す
ることが可能となった．今や写真が生活や行動履歴を記録するものとなりつつあり，ライフログの一種と
いっても過言ではない．そこで，このような写真を分析することで個人の嗜好を推測できるのではないかと
考えた．我々は過去に撮影した旅行写真に着目してユーザの旅行の嗜好を推測し，その嗜好に合った観光地
を推薦することを目的とした観光地推薦手法を研究しており，その一部として本報告では旅行写真を一覧表
示するユーザインタフェースを提案する．我々は過去に撮影された旅行写真に一般物体認識を適用するこ
とで，よく撮影する被写体のキーワードを集め，そのキーワードを利用して特定の地域に関する観光地情
報を抽出する．また本手法では，物体認識結果より得られたキーワード間の共起関係からグラフを構築し，
さらに写真を追加したグラフを画面配置してユーザに提示する．

1 はじめに
スマートフォンやタブレット端末などの普及に伴

い，誰もが手軽に写真を撮影することが可能となり，
写真はライフログの一種といっても過言ではない．
我々はこのような写真を分析することで個人の嗜

好を推測できるのではないかと考えた．この考えに
もとづき我々は，過去に撮影された旅行写真に一般
物体認識を適用し，よく撮影する被写体のキーワー
ドを集め，それらを利用して特定の地域に関する観
光地情報を抽出する観光地推薦手法を研究している．
その一部として本報告では，旅行写真の被写体情報
にもとづいて大量の旅行写真を構造化し，旅行目的
に応じて被写体ごとに写真を一覧表示するユーザイ
ンタフェースを提案する．
このユーザインタフェースでは，一般物体認識か

ら得られたキーワードの関係をグラフ構造化し，そ
のグラフ配置結果に写真を追加して表示することで，
旅行目的で旅行写真を整理して提示する．その画面
上でユーザが特に関心のある写真を選択すると，本
手法は選択された写真の被写体に対応するキーワー
ドを集め，そのキーワード群に関連する観光地の情
報を抽出し，ユーザに提示する．

2 関連研究
写真を利用した旅行推薦システムの多くは，写真

のジオタグ情報を用いている [1, 2]．倉島ら [1]は，
Flickrに投稿された写真のジオタグ情報を人々の旅
行履歴として行動モデルを生成した手法を提案して
いる．Gaoら [2]は，Flickrの写真に付与されてい
るタグとジオタグ情報，Yahoo Travel Guideを利

Copyright is held by the author(s).
∗ お茶の水女子大学

用してユーザの興味を考慮したランドマークをラン
ク付けして提示する旅行ガイドシステムを提案して
いる．
これらの手法は写真のジオタグ情報を前提とした

手法であり，位置情報が付加された写真を利用する
ことが前提となっている．そこで我々は，ジオタグ
情報を利用せず，旅行写真における被写体情報から
ユーザの旅行の嗜好を推測し，その好みにあった観
光地を推薦する手法を研究している．なお本研究で
は，旅行の目的地となる都市や地域は決まっている
が，具体的にどの都市や地域の中でどのような観光
名所を訪れるか決まっていないという状況を想定し
て，その都市や地域における観光名所を推薦するシ
ステムの開発を目指している．

3 提案手法
3.1 キーワードの付与
本研究では位置情報が付与されていない写真に対

して，一般物体認識を用いて被写体の情報を取得す
る．我々の実装では，Microsoftの画像認識APIで
あるComputer Vision API [3]を用いることで一般
物体認識の情報を取得する．Computer Vision API
では一般物体認識結果を物体名のリストで返し，そ
の各々について範囲 [0,1]の実数で確信度を返す．

3.2 物体認識結果のグラフ構造化
本手法のユーザインタフェースでは，キーワード

をノードとしたグラフを構築し，これを Koala [4]
で画面配置する．i番目の写真の j 番目のキーワー
ドの確信度を cij, キーワードの総数をm, 写真の総
数を nとし，以下の処理によってノードのクラスタ
リングを実行する．
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• j 番目のキーワードに対応するノードを n次
元ベクトル (c1j, ..., cnj)で表現する．

• 任意の 2ノード間についてベクトルの内積を
算出し，内積が閾値以上であれば 2ノードを
エッジで接続する．この処理は同一写真での
共起度の高いキーワードをエッジで接続する
ことに相当する．

• 同一キーワードと共起する傾向にある 2つの
キーワードをできるだけ同一クラスタに所属
させる．この処理によって，上位概念となる
同一のキーワードに共起する下位概念のキー
ワード群が同一クラスタに所属されるような
クラスタリング結果を得る．

以上のクラスタリングを施したグラフをKoalaに
より画面配置する．

3.3 旅行目的を選択するユーザインタフェース
Koalaより得られたグラフ配置結果を JSON形

式で出力し，グラフ描画できる JavaScriptライブ
ラリの cola.js [5]を利用してユーザインタフェース
を提供する．本手法では，図 1のように，1つのク
ラスタを 1つのノードとし，各ノードを表示する際
には，ノードに属するキーワードをあわせて表示す
る．また，キーワードが付与された写真を複数枚選
び，各ノードからエッジで接続して表示する．写真
を新たに追加することで，ユーザは被写体で分類さ
れた写真群を確認することができる．
エッジ数が多いノードであればあるほど，そのノー

ドにおけるキーワードは写真に付与される確率の高
いキーワードであり，極めて一般性の高い単語であ
ると考えられる．そこで，クラスタのエッジ数で表
示するノードを制限し，木構造のように表示するこ
とで，ユーザの旅行目的を絞り込むのに適したユー
ザインタフェースを提供する．

3.4 観光地の検索
我々の実装では，観光地情報の抽出に，特定の地

域やキーワードを指定して場所を検索できるGoogle
Places API Web Service [6]を使用する．このAPI
を用いることで，指定したキーワードを含む情報が，
場所の名前やタイプ，住所，ユーザのクチコミなど
と照らし合わせて検索される．本手法では 3.3節の
ユーザインタフェースを用いて，ユーザに関心のあ
るノードもしくは写真ノードを選択させ，選択され
たノードに含まれるキーワード（もしくは選択され
た写真に付与されたキーワード）を観光地検索に使
用するキーワードとする．

4 まとめと今後の課題
我々は旅行写真の被写体情報を利用した観光地推

薦手法を研究しており，その一部として本報告では，

図 1. ユーザインタフェースの例

旅行目的に応じて被写体ごとに写真を一覧表示する
ユーザインタフェースを提案した．
本研究はまだ観光地の検索機能を含めて実装が完

成していない．そこで当面はユーザインタフェース
の実装の完成を課題とする．また，ユーザ操作によ
る重み付けと画面配置されたネットワークの接続構
造からキーワードの重み付けを計算する手法を検討
したい．
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